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自らの学習を調整しながら課題解決に迫る生徒の育成  
―振り返りシートの工夫と課題解決に迫る問題提起を通して― 

 

特別研修員 加藤 義忠 

 

Ⅰ 研究の概要 

 

１ 主題設定の理由 

 令和７年度群馬県学校教育の指針では、「教師が『～させる』授業から、児童生徒が『～する』

授業へ」と授業改善の視点が示されている。特に児童生徒の学び方の改善においては「追究すべき

課題を自分たちで設定し、解決への見通しをもつ」ことや「自らの学びを自覚できる振り返りをす

る」ことが重点として挙げられている。また、国語科に現れてほしい子供の姿を「追究の過程にお

いて、言葉への気付きを手掛かりに、課題解決に向けた考えを繰り返し問い直している」としてい

る。指導の重点としては「児童生徒が言葉に立ち返り再考したくなる『しかけ』を用い『かかわ

り』を行う」とある。 

研究協力校(以下、協力校)の生徒は学び方を選択して学習することを好む様子が見られる。特に、

自分の立場を決めてその根拠について考えたり、自ら選んだ題材でレポートを作成したりすること

に進んで取り組む様子がうかがえる。また、他者の考えを聞いたり読んだりすることで、自身の考

えを広げようとする姿勢も見られる。しかし、教師から与えられた学習内容に取り組むことだけで

満足してしまい、単元の学習課題をより深く追究し

ようとする姿勢につながらないことが課題として挙

げられる。単元の学習課題への追究の意欲が持続し

ないことが、対話交流の目的を見失ってしまうこと

や相手によって活動が滞ってしまうことに顕著に現

れている。 

そこで、単位時間ごとの学習を十分に振り返るこ

とを通して、生徒が自分自身に必要な学びを捉えら

れるようにしたり、単元の学習課題を追究するため

の視点に気付き、深い学びを追究したりしてほしい

と考え、本研究テーマを設定した(図１)。 

 

２ 具体的な手立て 
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手立て１ 自らの学習を調整するための振り返りシートの工夫 

振り返りシートには、生徒が自分で学習計画を立てて学びを進めるための機能と、自身の学習を

振り返って次時に必要な学びを捉えるための機能がある。生徒は単元全体の学習をイメージするた

めに、大まかな学習内容が示されたガイドラインを参考にして指定時数の計画を各自で立てる。ま

た、学習の質を保証するためのチェックリストを活用して自身の学びの達成度を確認しながら学習

を進める。さらに、前時の振り返りを基に生徒が立てる「マイめあて」と、本時を振り返り、次時

に取り組むべき学習内容を捉えるための「学びの成果」「次時に必要な学び」の項目を設けること

で、ＡＡＲサイクルを継続し、自らの学習を調整しながら学ぶことができるようにする。 

手立て２ 追究の意欲を高め、課題解決に迫るための問題提起   

単元の学習課題について生徒の追究が進んだタイミングで、新たな視点を与える問題提起を設定

する。生徒が単元の学習課題を追究するための視点に気付くことが、単元の学習課題を追究する意

欲を高めることにつながる。また、問題提起によって生徒の追究の意欲が高まった段階で交流の場

を設定することで、生徒が目的を見失うことなく意見の交流を行うことができ、自分の考えを広げ

たり深めたりすることにつながる。 

図１ 研究のイメージ 
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Ⅱ 実践例 

  

１ 単元名  「プチ評論家になり文章を比較して読み、考えを伝え合おう」(第２学年・２学期)                  

教材名  「君は『最後の晩餐』を知っているか」／「『最後の晩餐』の新しさ」光村図書 

 

２ 授業の実際 

 (1) 第１時   

第１時では、初めに二つの文章を読み、「どちらの文章が『最後の晩餐』のすごさを伝えること

ができるのか」について初発の感想を書いた。その結果、約半数ずつに分かれたため、自分がよい

と感じた文章のすごさを他者と交流することを目的にして学びを進めていくこととした。 

また、単元の学習課題を達成するために「ガイドライン」を基に学習計画立てた。計画は学習進

度によって変更可能であり、それぞれの生徒が自分に合った学習計画を立てる姿が見受けられた。 

(2) 第２時～第４時  

第２時から第４時では、単位時間ごとに生徒が自身の振り返りを基に「マイめあて」を立てて学

習を進めた。前時に振り返りシートに記入した「学びの成果」と「次時に必要な学び」を基に「マ

イめあて」を立てたことで、第１時に立てた学習計画よりも具体的な内容が記述された（図２）。  

図２ 第２時～第４時の「マイめあて」 

第２時では、「最後の晩餐」のすごさを伝えていると思った言葉や説明の仕方を探すために、自

分が選択した文章を繰り返し読み、内容を理解しようとする姿が多く見られた。また、「次時に必

要な学び」には、「文章を分析していきたい」や「もう一方の文章と内容を比較したい」という記

述があり、文章を繰り返し読む中で分析や比較を進めていこうとする姿がうかがえた。 

第３時では、二つの文章の内容や特徴を読み取って表などにまとめていこうとする生徒が多く見

受けられた。また、「次時に必要な学び」には、読み取ったものを比較して共通点と相違点をまと

めていきたいといった内容が多く記述された。 

例えば、マイめあてに「筆者が『最後の晩餐』に

ついてどのように考えているのか理解する」という

記述があり、それぞれの文章の特徴を観点ごとに表

にまとめようとする姿がワークシートから見取るこ

とができた(図３)。「次時に必要な学び」には、

「二つの文章の共通点や相違点についてまとめてい

きたい」と記述があり、本時に表にまとめることがで

きなかった点についても、更に比較していこうとする

姿が見られた。 

第４時では、それぞれの文章の共通点や相違点をま

とめていく生徒が多く見られた。ベン図などの思考ツ

ールを使用して、他者と協働しながら共通点と相違点

をまとめる様子がうかがえた（図４）。 

第４時の「次時に必要な学び」に、「次回は自分の

図３ 二つの文章の特徴をまとめた表 

図４ 共通点と相違点をまとめたベン図 
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意見を話したり相手の意見を聞いたりしてより深く文章について考えらえるようにしたい。特に異

なる立場の意見をよく聞きたい」と記述があり、これまでの学びを次時に計画されている他者との

交流に生かそうとする様子がうかがえた。また、ベン図にまとめる中で「問い掛けの有無で感じ方

は変わるだろうか」「問い掛けがある方が親しみをもてる」など表現の効果について話し合う様子

もうかがえた。 

 

 (3) 第５時 

手立て２は、「相手を選んで交流」「全体交流」

「問題提起」「グループ交流」という流れで進めた

（図５）。 

まず、相手を選んで、それぞれの文章の特徴を交

流した。同じ立場や異なる立場の相手と意見を交流

することで自身の考えを広げたり深めたりする姿が

見られた。  

次に、第１時で選択した立場と意見交流した後の

立場をデジタル共有ソフトで提示し、交流後の意見

の変容を可視化し全体で共有した。その結果、交流

によって、どちらの文章にも「最後の晩餐」のすご

さを伝える工夫があるといった考えの変容が見られ

た。「それぞれの文章に工夫があってどちらも作品

のすごさを伝えているから選べない」「どちらもよ

いと思う。読み手によってよさが変わるかもしれな

い」というそれぞれの筆者の表現の工夫に着目した

発言があったため、筆者は誰に向けて文章を書いた

のか問い掛けて「筆者の表現の目的や意図は何だろ

うか」という新たな視点から問題提起をすることで

追究の意欲を高めようとした。 

最後に、筆者の表現の目的や意図について、グル

ープで意見交流した。「誰に向けて書かれた文章な

のか」や「筆者の意見や事実」に着目した交流が行

われ、それぞれの筆者の表現の目的や意図について

自身の考えを記述した。 

 

 

(4) 第６時 

第５時に記述した自分の考えを基に、それぞれの筆者の表現の目的や意図について、第５時と

は、違う相手と再び意見交流を行った。以下、意見交流の様子である（図６）。 

図６ 意見交流の様子 

 

相手を選んで交流 

 

 

 

 

 

問題提起についてグループ交流 

 

同じ立場同士で、筆

者の主張を捉える。 

違う立場同士で、文

章から受ける印象の

違いを捉える。 

問題提起 

筆者の表現の目的や意図は何だろうか。 

問題提起について、グ

ループでそれぞれの文

章の目的や筆者の意図

を考える。 

グループでの交流後に書かれた意見 

図５ 第５時の流れ 

S1：筆者の主張や意見が多い文章だったね。 

S2：そうだね。初めて絵画を見る人におもしろさが伝わりやすい文 

  章になっていそうだね。 

S1：もう一方の文章は筆者の主張や意見が少ないね。 

S2：ほんとだね。客観的な事実を中心に書いてありそうだね。 

S1：美術館等の解説文のような書き方だね。 
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次に、自分の考えをワークシートに整理した。交流の中で、第５時に挙げられた「自己主張が

強い」や「他の絵画と比較して分かったこと」等の記述を主観的な表現や客観的な表現に分けて、

それぞれどのような場面にふさわしい文章なのかを整理する様子が見受けられた（図７）。 

図７ 第６時に意見交流を経て整理された生徒の意見 

単元全体の振り返りでは、筆者が文章を書いた目的と書き方の特徴を結び付けて考え、同じ題 

材について述べた二つの文章の違いについて自分の言葉でまとめることができた(図８)。 

図８ 単元全体の振り返りの記述 

 

Ⅲ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

○振り返りシートの工夫によって生徒が単元全体の見通しをもち、自分自身に必要な学びを捉えな

がら学習を進めることができた。「チェックリスト」や「次時に必要な学び」を基に「マイめあ

て」を設定することは、単元の課題解決のために、本時に自分自身で取り組むべき内容を決めて

学習を進めることにつながった。 

○単元の課題解決に向けて追究が進んだタイミングで問題提起をしたことによって、新たな視点を

提示することができ、生徒が活発に意見交流する姿が見られた。追究の意欲が高まり、課題解決

に迫ることができた。 

 

２ 課題 

◯振り返りの記述内容として、学びの成果を具体的な言葉で表出できない生徒が見られた。振り返

りの時間を十分に確保したり、視点を明確に示したりする必要がある。 

 

 


